

















95mg、MZB 286mg（週 2 － 3 回）であった。
6 ヶ月後および12ヶ月後の治療成績（完全寛





コントロールの悪化 1 例、脳梗塞 1 例、眼圧















































































めに、週に 2 － 3 日程度 1 日 1 回投与で 1 回
投与量を増やすパルス療法なども試みられて
いる7,8）。今回我々はMZB 1 日 1 回投与で200-









　患者背景として男性 5 例・女性 2 例であ









120mg/day） で あ り、MZB は 平 均286mg/day
（200-300mg/day, 2 － 3 回 /週）であった。併用
薬としてはアンギオテンシン II受容体拮抗薬
（ARB）は 7 例中 6 例に使用しており、HMG-
CoA還元酵素阻害薬（スタチン）は 7 症例全て












   ・プレドニゾロン 37mg/day （20-60）
   ・シクロスポリンA 95mg/day （70-120）
   ・ミゾリビン 286mg/day （200-300, 週2-3回）




症例において 2 ヶ月後で改善を示した（図 1 ）。
症例 5 では 4 ヶ月後以降に増加傾向を示した




















点では完全寛解が 4 例、不完全寛解 1 型が 1
例、不完全寛解 2 型が 1 例、無効が 1 例であっ
た。12ヶ月後では完全寛解が 5 例、不完全寛解












































症例はともに症例 5 であった。症例 5 において
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